
7. 最適制御 問題 の 奴 値 解法
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。 H はスカラー 値 肉奴 、

最適解 が 満たす べき
、
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、

→ 実質的 な 未知 肉好 の個奴は減る 。

。 何らかの 条件 が成り立つ よう に 未知量を 決定する 問題に 帰着
、

い
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代表的 なケース に
、

2人で の もの が 考えられる、
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この 章 で は
、
オイラー ・ ラグランジュ方程式 の 構造 を利用した最初 9 2 つ の

場合 を 考える
、


